
　かさまつまちづくりイベント実行委員会主催の「笠松春まつり」が3月25日から4月9日まで開催
されました。
　桜の名所である奈良津堤には、桜の開花を待ちわびたたくさんの人が訪れ、大勢の家族づ
れやグループが満開となった桜を楽しんでいました。
　8日は、雨天により、陣屋市や宵まつりなどは行うことができませんでしたが、天候も回復し
た9日は、オープニングでは、園児の演技、笠松町女性の会の新笠松音頭で盛りあがり、引き
続き行われた「大名行列お奴」では、威勢のよい掛け声とともに毛槍が投げ渡されると、沿道
に詰めかけた大勢の観客から盛大な拍手が送られました。
　また、各町内自慢の本みこしや花みこしが町内を練り歩き、祭りムード一色となりました。

美しい桜の中でにぎやかに

みこしを先導する子どもたち

北門間のおみこし

こしを先導する子どもたち

大名行列お奴

新笠松音頭を披露

笠松双葉幼稚園の園児の演技

花笠の女の子

歌いながら練り歩くおばば
米野のおみこし

お駕籠のお姫様
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